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１
、
解
の
無
い
、
予
測
で
き
な
い
時
代
を
「
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
た
め
に
」 

戦
後
約
七
〇
年
が
経
過
、
改
正
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
の
も
と
、
解
の
な
い
時
代
を
生
き
抜
く
資
質
・
能
力
や
非
認
知
的
能

力
、
学
習
科
学
等
の
観
点
か
ら
次
世
代
型
の
教
育
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
特
に
人
間
的
な
洞
察
力
や
行
動
、

態
度
を
支
え
る
非
認
知
的
能
力
（
ス
キ
ル
）
と
し
て
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
回
復
力
（
リ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
、
自
制
心
や
や
り
抜
く
力
、

論
理
性
と
創
造
性
、
学
び
に
向
か
う
人
間
性
（
生
き
方
や
価
値
観
・
感
性
）
等
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
教
育
の
良
さ
や
伝
統
を
踏
ま
え
、
複
雑
多
様
な
価
値
観
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
、「
悪
意
あ
る
批
評
」
等
に
も
挫
け
ず
、

児
童
生
徒
達
が
真
に
健
康
で
幸
福
に
な
る
た
め
の
教
育
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
た
め
の
教
育
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

２
、
新
学
習
指
導
要
領
「
告
示
」
と
資
質
・
能
力
育
成
…
。
何
が
、
な
ぜ
、
ど
う
変
わ
る
の
か
？
。 

新
学
習
指
導
要
領
「
告
示
」（
文
科
省
、
二
〇
一
七
年
三
月
末
）
は
資
質
・
能
力
育
成
を
め
ぐ
る
重
要
な
教
育
施
策
で
す
が
、
こ
れ

等
の
背
景
に
、
同
時
進
行
的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
１
、
第
三
期
教
育
振
興
基
本
計
画

や
第
四
次
産
業
革
命
等
（
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
イ
二
〇
四
五
年
問
題
他
）
、
２
、
二
〇
三
〇
年
代
の
資
質
・
能
力
と
教
育
の
枠
組
み
を
模

索
す
る
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
二
〇
三
〇
」（
文
科
省
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
東
京
学
芸
大
学
・
東
京
大
学
）
、
３
、「
次
世
代
教
員
研
修
セ
ン
タ
―
」
の

設
置
、
大
学
・
教
育
委
員
会
の
連
携
協
力
に
よ
る
養
成
・
採
用
・
研
修
の
大
き
な
枠
組
み
、
在
り
方
の
再
構
築
等
で
す
。 

３
、
〝
深
く
人
間
的
な
学
び
〟
を
創
る
こ
れ
か
ら
の
授
業
と
評
価
―
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
と
伝
記
教
材
の
活
用
― 

二
〇
一
六
年
度
公
開
研
究
会
「
新
し
い
学
び
を
創
る
」
は
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
一
月
九
日
（
月
・
祝
）
開
催
、
一
七
〇



名
以
上
の
参
加
申
込
、
立
ち
見
等
の
御
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
が
盛
況
の
中
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
参
加
の
先
生

方
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
御
登
壇
の
先
生
方
、
授
業
提
案
を
お
引
き
受
け
下
さ
っ
た
石
元
恵
未
・
藤
井
康
次
両
先
生
に
も
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
副
会
長
の
兵
藤
伸
彦
・
鈴
木
悟
志
先
生
、
理
事
の
岡
田
豊
・
森
和
久
先
生
等
愛
知
県
を
代
表
す
る
先
生

方
、
事
務
局
の
皆
様
の
御
協
力
の
御
蔭
で
す
。
こ
の
さ
さ
や
か
な
研
究
会
も
三
年
目
を
向
か
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。 

二
回
大
会
テ
ー
マ
は
「
〝
深
く
人
間
的
な
学
び
〟
を
創
る
こ
れ
か
ら
の
授
業
と
評
価
―
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
と
伝
記
教
材
の

活
用
―
」
。
新
学
習
指
導
要
領
「
告
示
」
後
に
、
実
践
上
の
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
深
い
学
び
」
「
人
間
性
に
向
か
う
学
び
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
据
え
て
研
究
会
を
構
成
し
ま
し
た
。
伝
記
教
材
を
例
に
国
語
科
教
材
研
究
や
授
業
研
究
、
系
統
性
や
評
価
に
も
目
を

向
け
、
国
語
科
と
い
う
教
科
、
伝
記
教
材
と
い
う
テ
ク
ス
ト
形
式
で
の
学
び
と
評
価
を
踏
ま
え
、
か
つ
教
科
の
論
理
や
専
門
性
を
超

え
た
「
汎
用
的
資
質
・
能
力
（
認
知
的
・
社
会
的
ス
キ
ル
）
」
「
学
習
過
程
論
と
習
得
・
活
用
・
探
究
（
振
り
返
り
）
」
「
メ
タ
認
知
、

学
び
の
一
般
化
・
人
間
性
育
成
」
の
視
点
等
も
協
議
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。 

前
半
の
、
石
元
・
藤
井
両
氏
の
模
擬
授
業
は
新
学
習
指
導
要
領
を
先
取
り
し
た
形
で
の
実
践
的
御
提
案
で
し
た
。
後
半
の
役
員
に

よ
る
討
論
・
大
会
テ
ー
マ
の
解
明
で
は
、
手
前
味
噌
で
す
が
多
角
的
・
多
面
的
に
現
代
的
な
教
育
課
題
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
司
会
の
伊
藤
清
英
・
左
近
妙
子
両
氏
は
議
論
を
大
変
効
果
的
に
深
め
ら
れ
ま
し
た
（
第
六
部
の
「
概
要
」
五
頁
、「
報
告
」

二
〇
頁
を
御
参
照
）
。
「
新
た
な
学
び
と
評
価
を
創
る
」
問
題
提
起
の
一
端
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
恐
縮
で
す
が
、
こ
の
研
究
紀
要
・
第
二
号
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
趣
旨
に
賛
同
し
原
稿
を
御
寄
稿
い
た
だ

い
た
先
生
方
の
熱
い
思
い
に
よ
る
も
の
で
す
。
特
に
、
編
集
業
務
等
の
面
倒
な
こ
と
を
や
っ
て
下
さ
っ
た
事
務
局
の
諸
先
生
方
、
余

島
様
（
余
島
編
集
事
務
所
代
表
）
の
御
蔭
で
す
。
事
務
局
長
の
吉
川
和
良
先
生
、
副
事
務
局
長
の
室
賀
美
紀
・
加
藤
洋
佑
・
有
田
弘

樹
・
鈴
木
大
文
各
先
生
、
そ
し
て
余
島
満
彦
様
に
は
深
く
…
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
が
い
て
下
さ
ら
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
紀
要
は
こ
う
し
て
世
に
出
る
こ
と
は
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 


